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埴谷雄高研究
字
引
で
「
紀
行
」
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る。
旅
行
中
の
体
験
、
見
聞
、
印
象
な
ど
を
書
き
つ
づ
っ
た
も
の
。
単
な
る
地
誌
、
記
録
の
類
か
ら
、
修
辞
に
気
を
く
ば
っ
た
美
文
、
作
者
の深い思索を示すものなど、多種多様。日本では、「万葉
集」にその萌芽が見られるが、独立した作品としては紀貫
之の「土左日記」が最初のもの。以後、多くの作品が書か
れ
、
文
学
の
一
領
域
を
な
し
て
い
る
。
紀
行
文
。
道
の
記
。
旅
日
記
。
道中記。旅行記。
（「日本国語大辞典』第二版第四巻、二○○｜年四月、小学館）
は
じ
め
に
埴
谷
雄
高
研
究
Ｉ
紀
行
に
つ
い
て
近
現
代
の
紀
行
文
学
も
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
戦
後
に
限
定
し
た
場
合
で
も
、
小
田
実
「
何
で
も
見
て
や
ろ
う
』
二
九
六
一
年
）
や
沢
木
耕
太
郎
「深夜特急』（’九八六～九二年）のように、洛陽の紙価を高め
た
作
品
が
幾
つ
も
あ
る
。
或
い
は
、
夏
目
漱
石
の
英
国
留
学
、
島
崎
藤
村
の
仏
蘭
西
渡
航
、
川
端
康
成
の
伊
豆
旅
行
の
よ
う
に
、
旅
先
で
の
出
来
事
や
見
聞
が
、
作
家
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
例
も
数
知
れ
な
い
。
しかし、生涯唯一の洋行を、「あまり得るところなかった」
（
立
原
正
秋
宛
書
簡
）
と
判
断
し
た
作
家
も
い
る
。
そ
の
作
家
の
著
作
集
の
一
つ
で
あ
る
「
埴
谷
雄
高
作
品
集
」
第
二
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
九
年
八
月
）
は
、
紀
行
文
集
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
。
所
収
の
作
品
は、海外旅行を綴った「姿なき司祭」（河出書房新社、’九七
○年九月）と「欧州紀行」（中公新書、’九七二年一二月）の
二
篇
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
埴
谷
雄
高
に
は
紀
行
文
が
多
々
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
要
な
も
の
に
限
定
し
て
掲
出
す
る
。
田
辺
友
祐
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さらに、紀行とはいえないが、部分的に旅に言及した随筆や、
大
江
健
三
郎
や
小
田
実
ら
の
紀
行
文
の
書
評
が
あ
る
。
｜
方
で
、
埴
谷
雄
高が綴った紀行の先行研究は、『姿なき司祭』と「欧州紀行」
の
文
芸
時
評
や
書
評
が
大
半
で
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
本
格
的
な
論
考
は勘なく、研究の主題として確立していない。国内旅行への一一一一口
及
も
、
そ
の
同
行
者
に
よ
る
随
筆
や
追
悼
文
が
大
半
で
あ
り
、
第
三
者
の
発
言
は
皆
無
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
埴
谷
雄
高
の
国
内
の
旅
行
と
、
そ
れ
を
対
象
に
し
た
紀
行
を
中
心
に
総
合
的
な
分
析
を
行
な
う
。
「無一一一一口旅行」（『風景』’九六六年一○月号）
二ますだ』の一夜」（「日本小説を読む会』会報、一九七八年四月）
「士湯の一夜」（「盆地」第二八集、’九八一年二月）
「ラインの白い霧とアクロポリスの円柱」（『海燕』一九八六年
一月号）
「雨脆風と浜名湖会」（『未来』一九九○年二月号～一九九一
年一月号）
日日で）
「台湾遊記Ｉ草山」（「南画鑑賞」一九四○年八月号一
「トルキスタン紀行」（『展望」一九五○年二月号）
「櫃島」（『朝日ジャーナル」’九六一一年一○月二一日号）
「日田」（「朝日ジャーナル」’九六三年一一年一七日号）
「パネルの上の黒いランプ」（「田富勾国言国三』一九六四年一
諸種の年譜（注）によれば、埴谷雄高の主な旅行先は次のと
お
り
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
一
月
一
九
五
一
年
三
月
一
九
四
○
年
一九四一一一年二月
一
九
二
五
年
夏
一
九
二
七
年
七
月
一
九
三
一
年
八
月
一
九
三
九
年
冬
一九一一一年三月
一
九
二
○
年
代
中
頃
一九一五年
九
六
○
年
八
月
母
に
連
れ
ら
れ
て
二
か
月
の
内
地
見
物
。
歌
舞
伎
座で芝居観劇。
母
の
引
率
で
、
二
か
月
の
東
京
見
物
。
東
京
移
住
後
、
夏
休
み
は
本
籍
地
の
福
島
県
小
高
町で過ごす。
夏
休
み
に
友
人
と
富
士
山
麓
巡
り
の
野
営
旅
行
。
結核の療養で北海道へ。
全農左派代表者会議のため京都の鞍馬へ。
数
か
月
間
、
姉
の
住
む
台
北
や
郊
外
の
温
泉
地
に
滞在。
御嶽山へ経済情報社の社員旅行。
伊
豆
の
嵯
峨
沢
温
泉
で
、
ウ
ォ
ル
イ
ン
ス
キ
イ
『偉大なる憤怒の書』翻訳。
『近代文学』同人と『中国文学』同人とで
湯河原へ。
荒
正
人
ら
と
東
海
村
の
原
子
力
発
電
所
や
千
葉
の
火力発電所を見学。
本
多
秋
五
ら
と
黒
四
ダ
ム
エ
事
見
学
後
、
浅
間
温
泉へ。
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さらに、所謂「空想旅行」も行なっている。「展望』一九五
○
年
二
月
号
に
発
表
し
た
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
紀
行
」
は
、
架
空
旅
行
記
である。
一
九
七
五
年
六
月
一
九
七
六
年
五
月
一
九
九
○
年
九
月
一九九三年一一一月
一
九
六
二
年
一
○
月
一
九
六
四
年
三
月
九
六
八
年
七
月
九
六
九
年
六
月
七
月
九
六
七
年
一
一
月
六
月
九
七
二
年
五
月
九
六
六
年
五
月
七
月
九
六
五
年
一
○
月
会津若松で「サド裁判」について講演。
『近代文学』同人と城ヶ島旅行。『近代文学』
廃
刊
の
話
を
す
る
。
椎
名
麟
三
ら
と
梅
崎
春
生
文
学
碑
建
立
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
鹿
児
島
へ
。
坊
津
の
梅
崎
春
生
文
学
碑
の
除
幕
式
に
出
席
。
旧『近代文学』同人と浜名湖旅行（以後、
毎年恒例に）。
島尾敏雄らと「相馬野馬追い」を見物。
「原民喜の文学と生涯」の講演会のために
丸
岡
明
と
広
島
へ
。
欧
州
を
中
心
に
三
か
月
の
洋
行
。
富
士
霊
園
で
梅
崎
春
生
墓
参
後
、
武
田
泰
淳
の
富
士山荘訪問。
還
暦
祝
い
を
兼
ね
た
浜
名
湖
旅
行
。
京
都
の
「
高
橋
和
巳
を
偲
ぶ
文
芸
講
演
会
」
で
講
演。浜松
美
術
館
の
硝
子
戸
に
頭
を
打
つ
。
二
年
続
け
て
京
都
大
学
で
講
演
。
浜
名
湖
旅
行
の
際
に
台
風
に
遭
遇
。
浜
名
湖
旅
行
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
で
参
加
。
埴谷雄高には、「私は実際の旅行を殆どしない」（「州境いの
河」『世界』一九六二年九月号）、「徹底したものぐさで小旅行
もせず」（「竹内好の追想」『群像』一九七七年五月号）、「私は
旅行嫌い」（「『海燕』のこと、附記」「海燕」’九八一一年三月号）
といった発言がある。また、単行本や「埴谷雄高全集」未収録
の座談会「旅を語る」（「近代文学』一九六四一月号～二月号）
でも、埴谷雄高は寡黙であった。埴谷雄高の自己分析によれば、
「実際の旅行」を好まないのは、「年少の頃からの空想旅行の癖
に精神の深い芯まで毒されてしまった」（「州境いの河己から
で
あ
る
と
い
う
。
幼
少
期
か
ら
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
病
床
で
空
想
に
耽
る
時
間
が
多
大
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
旅
の
回
数
は
決
し
て
勘
な
い
と
は
い
えない。また、「近代文学」同人との浜名湖旅行（通称「浜名
湖
会
』
で
も
、
仲
間
と
の
深
夜
の
語
ら
い
を
楽
し
ん
で
い
る
。
随
所
で
述
べ
た
「
旅
行
嫌
い
」
と
は
、
「
晴
」
と
し
て
の
車
や
電
車
な
ど
の
交
通
手
段
に
よ
る
長
時
間
の
移
動
や
名
所
の
観
光
を
好
ま
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
対
し
て
、
「
蕊
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
旅
館
で
の
賑
や
か
な
歓
談
こ
そ
が
、
埴
谷
雄
高
に
於
け
る
旅
の
最
大
の
醍
醐
味
で
あ
っ
た
と
考
え
られる。
’九○九年（戸籍上は一九一○年元日一）に生まれた埴谷雄高
の
初
め
て
の
本
格
的
な
旅
は
、
’
九
一
五
年
の
「
内
地
見
物
」
で
あ
る
。
川西政明『評伝埴谷雄高』（一九九七年七月、河出書房新社）
￣
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に
は
、
「
二
一
年
に
東
京
見
物
に
く
る
。
埴
谷
雄
高
が
日
本
を
知
っ
た
最
初である」との記述があるが、一九一五年が最初である。出生
地
で
の
小
旅
行
の
回
想
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
旅
行
先
で
撮
影
し
た
と
思
われる写真が、「埴谷雄高全集」などの書物に掲載されている。
大岡昇平との対談「〈少年〉と〈夢魔〉」ｓ文芸展望』’九七五
年
一
○
月
号
）
に
よ
れ
ば
、
二
度
目
の
東
京
滞
在
で
は
、
ま
ず
船
で
神
戸
に
到
着
し
、
湊
川
神
社
に
向
か
っ
た
。
日
本
人
が
海
外
の
「
特
定
の
場
を
支
配
す
る
と
必
ず
神
社
が
創
建
さ
れ
た
」
（
大
越
愛
子
「
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
大
東
亜
共
栄
圏
」
、
岡
野
幸
江
・
北
田
幸
恵
・
長
谷
川
啓
・
渡
邊澄子編『女たちの戦争責任」所収、東京堂出版、二○○四年
九
月
）
と
お
り
、
台
北
に
は
寺
や
神
社
が
あ
っ
た
が
、
埴
谷
雄
高
の
生
ま
れ
育
っ
た
頃
の
台
湾
南
部
に
は
無
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
「
ヘ
ー
え
、
神
社
っ
て
い
う
も
の
が
あ
る
、
と
思
っ
た
な
」
と
い
う
感
慨
を
抱
い
た
。
こ
れ
は
、
埴
谷
雄
高
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
日
本
人
の
生
ま
れ
な
が
ら
の原初的な心情っていうもの」の欠落に繋がっている。その後、
東
京
で
重
い
肺
炎
に
罹
り
、
芝
白
金
の
北
里
病
院
に
入
院
す
る
。
埴
谷
雄
高
に
於
い
て
は
、
疾
病
と
旅
の
関
連
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
要
素
で
あ
る
。
紀
行
関
連
の
文
章
の
な
か
で
、
体
の
不
調
や
衰
え
を
訴
え
た
事
例
が
多数ある。
一
九
一
一
三
年
、
埴
谷
雄
高
は
東
京
に
移
住
す
る
。
父
は
東
京
で
家
族
と
同
居
せ
ず
、
福
島
県
相
馬
郡
小
高
町
に
独
居
し
た
。
中
学
生
の
頃
は
、
夏
休
み
に
な
る
と
小
高
町
に
行
き
、
父
と
二
人
で
過
ご
し
た
。
母
に
対
し
て
家
庭
内
暴
力
を
振
る
っ
て
い
た
父
を
、
当
初
は
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
高
町
で
夏
季
休
暇
を
送
る
う
ち
に
、
反
抗
心
が
消
え
た
と
い
う
（大岡昇平・埴谷雄高「二つの同時代史」、岩波書店、’九八四
年七月）。
一
一
年
後
の
富
士
登
山
の
と
き
、
「
三
人
の
友
達
と
と
も
に
小
さ
な
テ
ン
〈ママ）
卜
と
コ
ー
ン
ビ
ー
フ
な
ど
の
缶
詰
め
類
を
つ
っ
こ
ん
だ
リ
ュ
ッ
ク
ザ
ッ
ク」（「武田山荘のエクトプラズマ」「海」一九八二年一月号）
を
担
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
浜
名
湖
へ
の
旅
に
赴
く
晩
年
の
埴
谷
雄
高
の姿が、或る追悼文にて、次のように描写されている。
浜
名
湖
旅
行
は
、
「
近
代
文
学
」
廃
刊
後
に
藤
枝
静
男
の
発
案
で
始
ま
っ
た
。
或
る
年
、
静
岡
県
藤
枝
市
で
眼
科
医
勝
見
次
郎
の
診
察
を
受
け
た埴谷雄高は、白内障の罹患が判明した（「白内障」「南北」’
九六七年七月号）。また、視力の低下が原因で、浜松美術館の
ひ
と
り
で
の
旅
行
は
不
安
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
わ
た
し
が
エ
ス
コ
ー
ト
役
と
な
っ
た
。
吉
祥
寺
の
家
に
迎
え
に
う
か
が
う
と
、
す
で
に
外
出
の
用
意
を
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
、
ア
シ
と
内
心
驚
い
た
の
は
、
手
提
げ
鞄
で
は
な
く
て
、
リ
ュ
ッ
ク
・
サ
ッ
ク
に
荷
物
を
つ
め
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
な
け
れ
ば
目
ま
い
に
よ
る
突
然
の
「
材
木
倒
し
」
に
対
応
出
来
な
い
し
、
ス
テ
ッ
キ
を
つ
い
て
歩
く
に
も
ず
っ
と
便
利
な
も
の
だ
、
本
多
秋
五
さ
ん
も
そ
う
だ
と
の
こ
と
で
、
成
程
と
頷
く
こ
と
が
で
き
た
。
（
中
略
）
以
前
の
楓
爽
と
し
た
外
出
の
出
立
ち
が
頭
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
て
つ
い
失
念
し
、
こ
と
あ
ら
た
め
て
年
齢
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。（立石伯「二つのリュック・サック」「週刊読書人』’九九
七年三月七日号）
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硝子に衝突するなど（「漢とした世界」『新潮』一九八一一一年三月
号
）
、
自
身
の
病
気
や
身
体
の
衰
え
を
も
交
え
て
描
い
て
い
た
。
少
年
時
代
の
富
士
登
山
で
も
、
「
不
健
康
非
優
良
児
の
私
は
七
合
目
で
疲
れ
果
て
て
坐
り
こ
ん
で
し
ま
い
」
、
自
ら
を
「
思
索
倒
れ
の
非
肉
体
行
動
者
」
と
規定している（「しごとの周辺」「朝日新聞」一九九一年一月九
日夕刊）。
父
の
勧
め
で
、
’
九
二
七
年
に
結
核
の
静
養
で
北
海
道
に
滞
在
し
て
い
る。埴谷雄高特集が組まれた雑誌の「好きな町」という設問に、
「狩勝峠から眺めた十勝平野」（「埴谷雄高プロフィール」「太陽」
’
九
九
二
年
六
月
号
）
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
或
る
作
家
の
計
報
を
聞
き
、
遺
稿
の
載
っ
た
「
改
造
』
と
『
文
藝
春
秋
」
を
購
入
し
た
。
「
彼
の
自
殺
は
お
れ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
「
や
け
の
や
ん
ば
ち
」
を
何
か
純
粋
化
し
た
よ
う
な
一
種
の
衝
撃
だ
っ
た
ん
だ
。
こ
の
と
き
が
文
学
へ
い
く
か
、
左
翼
の
政
治
運
動
へ
い
く
か
の
分
か
れ
目
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
」
（「一一つの同時代史』）という発言がある。北海道滞在を以てし
て
も
病
気
は
完
治
せ
ず
、
以
後
四
半
世
紀
の
宿
痢
と
な
る
。
戦
時
下
に
召
集
を
免
れ
た
理
由
も
結
核
の
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
け
て
、
四
度
目
の
結
核
で
自
宅
療
養
を
送
っ
て
い
る。’
九
三
九
年
の
冬
か
ら
数
か
月
間
、
姉
の
住
む
台
北
を
旅
す
る
。
当
地
で雑誌『構想』の創刊号を受け取っている。そもそも、「ルン
ペン生活のひまにまかせてこれまた「やけっぱち』ふうで遊び
に行っていた」（「戦争中のこと」『文藝』一九七八年六月号）
と
あ
る
よ
う
に
、
目
的
の
不
確
か
な
旅
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旅
の
産
物
と
し
て
、
随
筆
「
台
湾
遊
記
ｌ
草
山
」
一
以
下
、
「
台
湾
遊
記
」
一
と
短篇「虚空」（「群像』’九五○年五月号）が描かれた。
少年時代を過ごした台湾での思い出は、『二つの同時代史」
な
ど
数
々
の
回
想
で
顧
み
て
い
る
。
入
植
者
で
あ
る
日
本
人
と
現
地
の
人
々
の
関
係
を
通
じ
て
、
植
民
地
の
実
態
に
端
を
発
す
る
「
自
同
律
の
不
快
」
の
原
型
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
自
己
分
析
し
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
の
台湾旅行は、海外ではなく「外地」ヘの旅という扱いになる。
「台湾遊記」と「虚空」の主な舞台は、台北の紗帽山である。
こ
の
山
は
、
「
円
い
帽
子
を
ふ
せ
た
よ
う
な
こ
の
山
の
形
状
は
恐
ら
く
日
本で最も美しい山の一つなのではあるまいか」（「台湾遊記」）、
「乳鉢をふせたような、銀色に光った葉々に覆われた円い山」
（
「
虚
空
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
の
紗
帽
山
と
埴
谷
雄
高
の
素
描
に
は
、
些
か
の
懸
隔
が
あ
る
。
「虚空」の紗帽山は、「自分が置かれているこの現実の直接的
反映を私が構築した世界のなかへ持ちこまない」（「還元的リア
リズム」「近代文学』一九五五年五月号）原則によって、美し
い
山
に
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。
頂
上
で
の
旋
風
は
、
埴
谷
雄
高
が
武
田
泰
現実には、相思樹という樹木などが繁茂した小さな、あ
ま
り
に
も
小
さ
な
山
で
あ
っ
た
。
見
る
角
度
に
よ
れ
ば
、
山
容
は
富
士
山
を
髻
露
と
さ
せ
る
ト
ロ
イ
デ
の
や
さ
し
い
形
姿
で
あ
り
、
烏
帽
子
山
と
い
う
美
し
い
別
称
を
も
っ
て
い
た
。
だ
が
、
別
の
方
向
か
ら
みれば小峰の重なる連山の一つであった。
（立石伯「埴谷雄高の一つの謎」『埴谷雄高全集』第一六巻
月
報
一
六
、
講
談
社
、
二
○
○
○
年
九
月
）
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淳の創作方法を評した有名な文一一一一口であるところの、「実に発し
て虚に展開する一種奇妙な実験小説の赴き」（「解説」、武田泰
淳「風媒花』所収、河出文庫、一九五六年二月）を想起させる。
「戦争中のこと」によれば、紗帽山を毎日のように「眺めてい
た
だ
け
」
に
過
ぎ
ず
、
登
山
を
試
み
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
「
虚
空
」
か
ら
も
空
想
旅
行
の
要
素
を
見
出
せ
る
。
ところで、「姿なき司祭」に、ドストエフスキー『罪と罰」
の
「
Ｋ
橋
」
ヨ
ク
ー
シ
キ
ン
橋
）
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
小
さ
な
橋
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
あ
る
。
紗
帽
山
を
誇
張
し
て
描
い
た
埴
谷
雄
高
が、実在の「Ｋ橋」を見て戸惑ったために、自己の創作方法の
一つである「極端化」Ｓ死霊』自序）の効果を、身を以て逆説
的
に
示
し
た
結
果
と
な
っ
た
。
戦
時
下
の
一
九
四
三
年
に
な
る
と
、
嵯
峨
沢
の
温
泉
宿
に
篭
っ
て
、
二
十
数
日
で
『
偉
大
な
る
憤
怒
の
書
』
の
翻
訳
を
完
成
さ
せ
る
。
。
生
に
一度しかない珍しい勤勉さ」（「思い運と「海燕」一九八七年
一
月
号
）
を
発
揮
し
た
と
本
人
は
回
想
し
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
の
ド
ス
ト
エフスキー研究は、温泉地から始まった。「偉大なる憤怒の書』
の
翻
訳
を
短
い
期
間
で
仕
上
げ
た
背
景
に
は
、
言
論
統
制
に
よ
っ
て
翻
訳
書
の
出
版
す
ら
不
可
能
に
な
り
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。
既
に
、
統制の一環である雑誌の統廃合の煽りを受けて、「構想」が廃
刊
と
な
っ
て
い
た
。
作
品
を
発
表
す
る
舞
台
を
失
っ
た
埴
谷
雄
高
は
、
「
近
代
文
学
』
で
「
死
霊
』
の
連
載
を
開
始
す
る
迄
、
小
説
執
筆
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
戦
後
派
作
家
の
な
か
で
、
戦
時
下
の
一
九
四
○
年
代
前
半
に
最
も
盛
ん
に
文
学
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
の
は
、
埴
谷
雄
高
で
あ
ろ
う
。
「
偉
大
な
る
憤
怒
の
書
』
を
含
む
翻
訳
二
冊
と
美
術
評
論
一
冊
を
上
梓
し
て
い
る
。
いわゆる「戦時下三部作」の第一作は、ドナウ河流域諸国の歴
史や第二次大戦前夜の様相を論じた『ダニューブ」の翻訳であ
る
（
地
平
社
、
一
九
四
二
年
五
月
）
。
戦
後
、
欧
州
は
ド
ナ
ウ
河
を
挟
ん
で
東
西
に
分
裂
し
た
。
「
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
の
過
ぎ
て
き
た
後
に
は
凡
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
そ
の
希
望
と
絶
望
、
闘
い
と
平
和
と
と
も
に
横
た
わ
っ
て
い
る
」
と
の
一
文
は
、
こ
の
大
河
の
歴
史
上
の
性
質
を
如
実
に
凝
縮
し
ている。
ド
ナ
ウ
河
の
下
流
に
は
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
じ
く
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
一
員
で
あ
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
五
ヶ
国
は
、
チ
ベ
ッ
ト
と
と
も
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
に
位
置
す
る
。
架
空
旅
行
記
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
紀
行
」
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
「
ガ
リ
ヴァー旅行記』や仮名垣魯文「西洋道中膝栗
毛』のよう
な創作
で
は
な
く
、
短
い
随
筆
で
あ
る
。
短
文
で
は
あ
る
が
、
国
境
へ
の
関
心
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
に
は
、
「
軍
隊
、
国
境
、
排
外
的
な
愛
国
心
」
を
国
家
の
「
三
本
の
柱
」
と
す
る
分
析
が
あ
る
（
「
死
滅
せ
ざ
る
「国家』について」「世界』’九六一一一年二月号）。また、欧州
旅
行
の
際
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
空
港
で
は
旅
券
検
査
や
税
関
が
皆
無
で
あったのを「国境の廃止」の萌芽であると評価している（「国
境の問題」『朝日新聞」一九七四年三月一六日夕刊）。国境の遥
か
上
空
を
通
過
す
る
宇
宙
旅
行
に
も
興
味
を
抱
い
て
い
た
。
国
境
の
問
題
が常に後景に潜んでいる『ダニューブ』の翻訳は、研究の場で
顧みられる頻度が低いが、埴谷雄高の関心と結び付けた場合、
再評価が必要な一冊である。
戦
時
下
最
後
の
刊
行
物
は
、
美
術
評
論
「
フ
ラ
ン
ド
ル
画
家
論
抄
」
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夢
や
想
像
力
を
駆
使
し
て
架
空
の
宇
宙
旅
行
を
し
た
作
品
が
、
短
篇
「闇のなかの黒い馬」（「文藝』’九六一一一年一二月号）である。
こ
こ
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
動
物
が
馬
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
埴
谷
雄
高
は
台
湾
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
だ
が
、
本
籍
地
は
福
島
県
相
馬
郡
小
高
町
で
あ
っ
た
。
「
小
高
に
つ
い
て
の
記
憶
は
あ
ま
り
に
僅
か
な
も
の
です」（「ふるさと」「小高町公民館報」一九六一一一年一一一月二五日
号
）
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
学
校
在
学
時
の
夏
季
休
暇
以
外
に
は
本
籍
地
を
殆
ど
訪
れ
て
い
な
い
。
そ
の
相
馬
地
域
の
有
名
な
行
事
と
い
え
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
下
の
埴
谷
雄
高
は
、
時
局
と
は
対
航
的
な
文
学
活
動
を
行
な
っ
た
。
身
を
「
大
日
本
帝
国
」
に
置
き
な
が
ら
、
心
は
異
国
を
自
在
に
駆
け
巡
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
評
価
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
（洸林堂書房、一九四四年五月）であった。対象を社会主義国
に限定した『姿なき司祭』とは異なり、「欧州紀行』には、絵
画
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
「
私
達
が
外
国
旅
行
へ
で
る
と
、
訪
れ
た
都
市で赴いてみる「千篇一律のきまり』の一つは、本国にいれば
日頃覗いたこともないところの美術館」（「ルクレッィア・ポル
ジア」『潮」一九六九年八月号）であり、それを「外国旅行病」
と命名した。しかし、「欧州紀行』に充溢する絵画の文章は、
単
に
「
外
国
旅
行
病
」
と
呼
ぶ
に
は
不
相
応
な
含
蓄
を
含
ん
で
い
る
。
興
味
本
位
で
美
術
館
を
訪
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
無
名
の
画
家
バ
ル
ト
ロ
メ
オ・ダ・ヴェネッィァの作品「ルクレッィア・ポルジア？」を
￣
￣
■■■■■■■■■■
「幻視のなかの政治」（中央公論社、’九六○年一月）を始め
と
す
る
政
治
論
文
の
大
半
は
、
抽
象
度
の
極
め
て
高
い
内
容
で
あ
る
。
し
かし、紀行文での政治的言説は、具体的であり、率直な意見と
なっている。偶発的かつ不可解な困難を、スカフカ的状況》」
ｓ
姿
な
き
司
祭
乞
と
命
名
し
た
の
は
、
状
況
の
根
底
を
冷
静
に
把
握
し
ば、野馬追いである。埴谷雄高は一九六六年に、同じ本籍地の
島
尾
敏
雄
と
そ
の
子
供
や
甥
の
佐
々
木
孝
と
と
も
に
見
物
に
行
っ
た
。
し
かし、旅行の直後に発表した「無言旅行」では、行事そのもの
には触れず、島尾敏雄の娘に対する心配を中心に据えている。
『闇のなかの黒い馬」を刊行する二年前に、欧州旅行を行
なっている。冒頭で記したように、洋行の産物が「姿なき司祭』
と『欧州紀行』である。この旅では、政治論文で示した見解を
証明する出来事が幾つもあった。例えば、飛行機の車輪の故障
でモスクワの空港への到着が遅れた際に、入国審査に四時間も
の時間が掛かるという官僚機構の愚昧さに直面してしまう。
私が一旅行者として、偶然、ソヴェト・ロシアで知った
官僚なるものは、書類の上で事態が整うこと、換言すれば、
彼
自
身
の
仕
事
の
範
囲
内
で
す
べ
て
に
支
障
が
な
い
こ
と
に
専
念
し
て、その書類の向う側にいる「人間」に対する自然的な人
間
的
感
情
の
一
片
鱗
、
共
感
や
同
情
を
含
む
と
こ
ろ
の
「
相
手
の
身
になってみる或る種の思いやり」といったものがまったく
皆
無
な
の
に
驚
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
（「象徴のなかの時計台」『群像』’九六九年三月号）
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そ
の
一
方
で
、
例
え
ば
一
九
六
一
年
二
月
に
は
、
「
第
五
次
訪
中
文
学者代表団」（椎名鱗一一一・武田泰淳・中村光夫・堀田善衞）が
中
国
対
外
文
化
協
会
の
招
待
を
受
け
て
い
る
。
三
年
後
に
も
、
同
協
会
と
中
国
作
家
協
会
の
招
き
で
、
大
岡
昇
平
・
亀
井
勝
一
郎
・
武
田
泰
淳
・
由
起しげ子の四名が中国に渡った。ソビエト連邦の作家同盟から
の招きもあり、一九六一一一年六月には、小林秀雄・佐々木基一・
得る批評眼の発露である。
埴
谷
雄
高
は
、
社
会
主
義
国
家
か
ら
の
招
待
旅
行
に
反
対
の
立
場
を
貫
い
た
。
実
際
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の
招
待
を
拒
ん
で
い
る
（
「
天
安
門
事
件
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
早
稲
田
大
学
新
聞
」
一
九
八
九
年
九
月
二
一
日
号）。埴谷雄高自身が、その理由を明確に述べている。
私
自
身
、
社
会
主
義
国
の
招
待
旅
行
反
対
論
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
に
招
待
側
の
少
数
者
と
被
招
待
者
が
健
康
を
祝
し
あ
う
一
杯
の
酒
や
宴
席
の
料
理
や
航
空
機
や
列
車
の
す
べ
て
が
労
働
者
と
農
民
の
汗
と
労
苦
か
ら
の
搾
取
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
自
明
の
事
態
に
よ
っ
て
反
対
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
主
義
国
に
お
け
る
招
待
費
は
、
本
来
、
「
社
会
主
義
国
自
体
に
お
け
る
労
働
者
と
農
民
の
外
国
行
き
」
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）
自
国
の
働
く
も
の
を
外
国
へ
だ
し
た
が
ら
ず
、
逆
の
招
待
旅
行
し
か
社
会
主
義
国
に
お
こ
な
わ
れ
な
い
の
は
、
権
力
者
達
が
働
く
も
の
を
い
ま
だ
に
社
会
主
義
の
主
体
と
み
な
さ
ず
、
自
分
の
自
由
に
で
き
る
奴
隷
だ
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（「宗教と政治と文学と」「世界』’九七三年六月号）
安
岡
章
太
郎
が
彼
の
地
を
踏
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
に
埴
谷
雄
高
と
親
し
い
文学者が含まれているように、埴谷雄高の持論に賛同したのは、
仲
間
内
で
は
竹
内
好
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
意
見
に
は
一貫性がない。「もっと暗黒を！」（「すばる』一九八三年一一
月号）では、「見たものが見事に結実する作家」である藤枝静
男
に
は
招
待
旅
行
を
勧
め
た
と
明
か
し
て
い
る
。
旧「近代文学」同人が中心の親睦旅行である「浜名湖会」の
中
心
人
物
は
、
藤
枝
静
男
で
あ
っ
た
。
藤
枝
静
男
は
、
深
夜
の
酒
宴
の
最
中
に
、
酔
っ
た
埴
谷
雄
高
が
「
便
所
に
行
こ
う
と
し
て
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
き
出
し
た
と
た
ん
に
柱
の
角
に
顔
を
ぶ
つ
つ
け
て
、
こ
れ
ま
た
血
を
出
し
た
うえに眼鏡のツルを折ってしまった」（「弁天島会同」「日本經
濟新聞」’九八三年八月七日朝刊）という逸話を明かしている。
な
お
、
埴
谷
雄
高
に
は
、
こ
の
時
の
眼
鏡
の
破
損
に
関
す
る
発
言
が
な
い
。
ともあれ、藤枝静男にとっての「浜名湖会」は、「何ものにも
換
え
難
い
楽
し
み
」
（
同
前
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
埴
谷
雄
高
に
と
っ
て
も
同様であった。
さ
て
、
海
外
旅
行
で
発
揮
し
た
批
判
的
な
眼
差
し
は
、
万
能
で
は
な
い
。
例えば二九五八年に茨城県東海村の原子炉を見学しているが、
原
子
力
の
危
険
性
に
は
言
及
し
て
い
な
い
（
「
パ
ネ
ル
の
上
の
黒
い
ラ
ン
プ」）。それ以前にも、「’九五四年十大ニュース」（「近代文学』
’九五五年三月号）で、’一一番目に「原子エネルギーの発達」を
挙
げ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
子
炉
見
学
の
前
年
に
発
表
し
た
「
空
間
人
への出発」（「日本読書新聞』一九五七年一○月二一日号）では、
「技術の進歩の象徴である原子力の夢魔によって、人類の破滅
という思いがけざる地点へも追いつめられた」と危機
感を
表明
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し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
直
前
に
、
広
島
の
原
爆
投
下
を
知
り
、
「
つ
い
に
ウ
ラ
ン
爆
弾
が
出
現
し
た
と
私
達
は
不
思
議
な
恐
慌
状
態
に
陥
っ
た
」
（
「
海
鼠
塀
の
思
い
出
ｌ
「
新
経
済
」
の
頃
」
『
新
経
済
』
’
九
六
○
年
五
月
号
）
埴
谷
雄
高
に
は
、
原
子
力
の
評
価
に
対
す
る
揺
ら
ぎ
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
埴
谷
雄
高
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
黒
古
一
夫
「
作
家
は
こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
大
き
く
な
っ
た
１
大
江
健
三
郎
伝
説
」
（
河
出
書
房
新
社
、
二
○
○
三
年
九
月
一
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
他
の
文
学
者
に
も
見
ら
れ
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
原
子
力
絶
賛
の
立
場
に
あ
っ
た
荒
正
人
が
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。
同じく「近代文学」同人であった本多秋五や佐々木基一は、一
九
五
四
年
に
佐
久
間
ダ
ム
と
発
電
所
の
建
設
工
事
な
ど
を
見
学
し
た
後
に
、
見
聞
記
を
発
表
し
た
が
、
杉
浦
明
平
か
ら
、
「
文
芸
時
評
の
あ
り
か
た
」
（
『
図
書
新
聞
』
’
九
五
四
年
二
月
七
日
号
）
や
「
『
佐
久
間
ダ
ム
見学記について」について」ｓ近代文学」’九五五年四月号）
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
で
は
、
住
民
の
立
ち
退
き
問
題
や
、
工
事
が
米
国
の
軍
需
産
業
主
導
で
あ
り
、
即
ち
「
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
政
策
の
重
要
な
一
環
」
で
あ
る
点
、
ま
た
は
人
間
の
過
剰
な
自
然
征
服
な
ど
を
非
難
し
て
い
る
。
な
お
、
当
時
の
埴
谷
雄
高
は
病
臥
し
て
い
た
た
め
に
同
行
し
て
い
な
い
。
仮
に
見
学
に
訪
れ
た
と
し
て
も
、
爾
後
に
本
多
秋
五
「
発
電所見学記」（『近代文学」’九五四年二月号）のような、率
直
な
文
章
を
発
表
す
る
と
は
考
え
難
い
。
ところで、佐々木基一の短篇「断崖病」（「文藝』’九七五年
一月号）に、次のような一文がある。語り手の「わたし」と仲
間
が
、
建
設
会
社
の
招
待
で
、
ダ
ム
建
設
の
工
事
現
場
の
見
学
に
行
っ
た。
「断崖病のＨ」である埴谷雄高にも、この短篇と似た題名の
随筆がある。或る年のダム見学の際、自動車で断崖の縁を通っ
た
。
こ
の
と
き
窓
側
の
席
に
座
っ
て
い
た
埴
谷
雄
高
を
哀
れ
ん
で
、
同
行
の平野謙が走行中の車内で座席を代わっている（「断崖病につ
いて」「ブリヂストンニュース』一九六○年四月号）。さらに、
一九六○年の黒四ダム見学の翌日に、「高い高いロープウェイ」
に
乗
っ
た
際
、
武
田
百
合
子
か
ら
、
「
埴
谷
さ
ん
は
、
そ
と
を
見
な
い
の
ね」と指摘されている（「武田百合子さんのこと」「中央公論文
芸
特
集
」
一
九
九
三
年
秋
季
号
）
。
ま
た
、
或
る
雑
誌
の
企
画
に
対
し
て
、
「
山
へ
ゆ
く
の
は
い
や
だ
」
と
固
辞
し
て
海
に
変
更
さ
せ
た
例
が
あ
る
（「櫃島」）。これらを踏まえると、先述の紗帽山に登らなかった
理由が、毒蛇の出没ばかりでなく、「断崖病」のためでもある
と
推
測
出
来
る
。
本多秋五は、「「死霊』入門」（「日本文学全集第八四巻埴谷
雄
高
・
堀
田
善
衞
』
解
説
、
集
英
社
、
一
九
六
八
年
二
月
）
の
末
部
に
て
、
欧
州
旅
行
出
発
直
前
に
行
な
わ
れ
た
対
談
で
「
死
霊
』
の
結
末
の
腹
わ
た
し
た
ち
一
行
の
中
の
友
人
の
一
人
が
猛
烈
な
断
崖
病
患
者
で、こうした場合わたしたちはよく彼の怯えた姿を眺めて、
後
で
笑
い
の
種
に
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
も
テ
ラ
ス
の
端
の
鉄
柵
か
ら
下
を
の
ぞ
き
、
さ
て
断
崖
病
の
Ｈ
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
ふ
り
か
え
る
と
、
例
に
よ
っ
て
Ｈ
は
テ
ラ
ス
の
山
寄
り
の
岩
壁
に
ぴ
っ
た
り
身
を
つ
け
、
そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
か
の
よ
う
に
、
怯
え
た
視
線
を
虚
空
に
漂
わ
せ
て
い
た
。
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案
を
語
っ
た
埴
谷
雄
高
を
、
「
そ
こ
ま
で
話
し
て
き
か
せ
る
の
は
、
埴
谷
雄
高
の
例
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
過
剰
で
あ
る
。
そ
こ
で
ム
ッ
と
沈
黙
し
て
ほ
し
かった」と批判している。もっとも、「この対談は、彼の旅行
直
前
に
行
な
わ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
長
い
海
外
旅
行
の
途
中
、
も
し
万
一
のことがあったら、と考えて彼はそこを語ったのだろうか」と
い
う
擁
護
す
る
か
の
よ
う
な
疑
問
を
以
て
、
「
入
門
」
は
閉
じ
て
い
る
。
帰国後も、埴谷雄高は至る所で「死霊」の構想を語っている。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
対
談
や
鼎
談
で
は
（
立
石
伯
・
埴
谷
雄
高
「
宇
宙
的
思惟」「週刊読書人」一九七五年七月一四日号、秋山駿・埴谷
雄
高
・
吉
本
隆
明
「
思
索
的
渇
望
の
世
界
」
「
海
」
一
九
七
五
年
二
月
号
）
、
作
品
の
展
開
を
話
し
て
し
ま
う
と
、
再
び
本
多
秋
五
に
怒
ら
れ
か
ね
な
い
と
吐
露
し
て
い
る
。
し
か
し
、
対
談
や
随
筆
な
ど
で
の
執
筆
予
定
内
容
の
公
表
に
よ
っ
て
、
暇
瑳
が
訂
正
さ
れ
、
立
案
の
構
造
が
堅
固
に
な
り
、
そ
れ
が
続
篇
発
表
の
推
進
力
に
な
っ
た
一
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か。『死霊」五章は、四章途絶から二六年振りに発表された。紀
行文「ラインの白い霧とアクロポリスの円柱」も、海外旅行か
ら
一
七
年
の
星
霜
を
経
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
最
後
の
文
章
」
と
筆
者
自
ら
が
宣
言
し
た
よ
う
に
、
海
外
の
紀
行
の
大
団
円
に
相
応
し
い
か
の
よ
う
な
密
度
を
持
っ
て
い
る
。
洋
行
に
主
軸
を
置
い
た
紀
行
は
、
確かに「ラインの白い霧とアクロポリスの円柱」が最後だが、
しかし、その後も、「新しい論考の時代」（「三省堂ブックレッ
ト』第六八号、’九八七年五月）や「国際的批評としての書評」
（「リテレール』創刊号、一九九二年六月）などで、パリや旧ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で
の
思
い
出
を
回
顧
し
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
の
紀
行
文
で
は
、
観
光
や
名
産
品
は
、
こ
の
次
に
な
っ
て
い
る。「死霊」を始めとする創作に具体的な地名が描かれていな
い理由の一端も、ここから垣間見える。「非現実の場所」（『死
霊』「自序」）を舞台にした「死霊』のように、「現実密着」で
はなく「架空凝視」の傾向が顕著である紀行も多い。しかし、
埴
谷
雄
高
自
身
や
旅
の
同
行
者
の
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
「
現
実
密
着
」
の
文
章
も
描
か
れ
て
お
り
（
後
者
は
、
「
椎
名
麟
三
の
心
臓
病
」
の
椎
名
鱗一一一、「無言旅行」の島尾マャなど）、埴谷雄高の紀行文は一一極
化
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
の
旅
に
於
い
て
は
、
「
埴
谷
さ
ん
の
旅
行
記
は
旅
行
記
で
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
旅
行
記
で
は
な
い
。
埴
谷
さ
ん
の
記
憶
や
瞑
想
を
追
認
するための、いわば記憶への遡行の旅にも思われる」（宮田毬
栄「追憶の作家たち』、文春新書、一一○○四年三月）と指摘さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
国
内
旅
行
を
視
座
に
据
え
た
た
め
に
、
『
姿
な
き司祭』と「欧州紀行』を含む海外の紀行には、僅かに触れた
程
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
内
と
海
外
の
紀
行
に
は
、
比
較
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
埴
谷
雄
高
と
同
じ
く
高
所
恐
怖
症
で
あ
り
な
が
ら
飛
行
機
は
苦
手
で
は
埴
谷
雄
高
の
本
格
的
な
紀
行
の
棹
尾
は
、
「
雨
鮠
風
と
浜
名
湖
会
」
で
あ
る
。
随
筆
の
な
か
で
旅
に
関
す
る
箇
所
が
あ
る
の
は
、
「
二
人
の
未
完
作家」（佐々木基一『停れる時の合間に」所収、河出書房新社、
一
九
九
五
年
四
月
）
が
最
後
と
な
っ
た
。
お
わ
り
に
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なかった内田百間の、戦時下と戦後の日記弓東京焼憲』『百鬼
園
戦
後
日
記
』
）
に
は
、
酒
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
埴
谷
雄
高
の
欧
州
の
紀
行
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
酒
場
で
他
の
旅
行
者
達
と
杯を酌み交わす場面（「身分制の壁」『世界』一九六九年一月号）
や
、
葡
萄
酒
を
「
何
処
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
必
ず
ポ
ッ
ト
ル
で
飲
ん
で
い
た
」
ミ
キ
ャ
ラ
ー
フ
と
か
ぶ
と
」
『
あ
さ
め
し
ひ
る
め
し
ば
ん
め
し
』
第一一三号、’九八○年七月）といった記述がある。「埴谷さん
は
ど
こ
へ
い
っ
て
も
新
宿
を
歩
い
て
い
る
の
と
変
り
な
い
落
着
い
た
態
度
だった」（辻邦生「文学的青春のデルポイ神殿」『筑摩現代文学
大
系
第
七
四
巻
埴
谷
雄
高
・
藤
枝
靜
男
集
」
月
報
六
八
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
二
月
）
と
の
回
想
が
あ
る
よ
う
に
、
埴
谷
雄
高
の
旅
は
、
恒
常
性
を
保
持
し
続
け
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
自
身
の
創
作
か
ら
も
窺
え
る
。
執筆期間が半世紀に及んだ「死霊』は、一章から九章迄の間に、
文
体
や
登
場
人
物
の
内
面
に
変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
の
本
質
は
不
動
で
あ
っ
た
。
最
終
章
と
な
っ
た
九
章
「
《
虚
体
》
論
ｌ
大
宇
宙
の
夢」（『群像』’九九五年二月号）は、「嘗て華やかな舞踏会
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
一
目
で
は
と
う
て
い
見
渡
せ
ぬ
ほ
ど
広
い
奥
行
き
も
幅
も
も
っ
た
」
大
広
間
が
舞
台
で
あ
る
。
そ
の
中
央
に
は
、
長
方
形
の
食
卓
が
、
「
大
い
な
る
空
虚
の
な
か
の
極
小
孤
独
な
原
子
群
の
集
積
と
い
つ
た
ふ
う
に
孤
立
し
て
据
え
置
か
れ
て
い
る
」
。
極
言
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
作
者
の
寂
蓼
感
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
妻
や
多
く
の
友
人
が
鬼
籍
に
入
り
、
実
際
に
「
嘗
て
華
や
か
な
舞
踏
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
」
埴
谷
雄
高
宅
か
ら
は
、
活
気
が
消
え
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
と
、
れ
た
」
埴
谷
雄
高
宅
か
ら
は
、
活
気
が
消
作
品
に
漂
う
静
謎
が
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
戦
後
派
の
文
学
者
は
、
恐
ら
く
近
現
代
の
日
本
文
学
史
上
で
屈
指
の
親
密
度
を
誇
っ
て
い
た
。
埴
谷
雄
高
の
海
外
の
旅
行
記
で
は
、
政
治
的
ま
た
は
社
会
的
な
言
及
が
目
立
つ
が
、
国
内
の
紀
行
は
、
交
友
記
と
し
て
の
牧
歌的な傾向を帯びている。付言すれば、文字通り霧旅の記録で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
後
文
学
の
盟
友
達
や
埴
谷
雄
高
自
身
の
風
貌
を
知
ら
しめる貴重な証言にもなっている。先行研究に於いては注目の
低
い
分
野
だ
が
、
作
家
生
活
の
分
岐
点
と
な
っ
た
旅
も
あ
り
、
素
通
り
し
て
は
な
ら
な
い
要
所
な
の
で
あ
る
。
（困圧）
次の年譜を参照した。立石伯「埴谷雄高年譜」（齋藤愼爾編「埴
谷雄高・吉本隆明の世界」所収、朝日出版社、一九九六年二月）、
白川正芳「年譜」「埴谷雄高全集」別巻所収（講談社、二○○一
年
五
月
）
。
年
譜
に
記
述
の
な
い
旅
に
つ
い
て
は
、
埴
谷
雄
高
の
文
章
を
参
考
に
掲
載
し
た
。
（たなべゆうすけ・博士後期課程三年）
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